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１．緒言１．緒言１．緒言１．緒言    

 SnTe(スズ・テルライド)は熱によって発電さ

せるゼーベック効果や、これと逆に電流によっ

て温度差を生じさせるペルチェ効果を利用する

熱電変換素子に利用されている。 

 

しかし、SnTe の中に含まれている Te(テルル)

は毒性があるため、公害の原因となる危険性が

ある。我々の研究では、SnTe の危険性について、

加熱したときの結晶構造の変化を調べて、格子

定数の温度変化から Teの解離・昇華の有無を調

べることを目的としている。 

 

２．２．２．２．SnTeSnTeSnTeSnTe の性質の性質の性質の性質    

 SnTe は立方晶であり、岩塩型の結晶構造をし

ている。Sn単体は 100℃付近で著しく柔軟とな

り、200℃付近になると脆くなる性質を持ってい

る。また Te は蒸気圧が高く、SnTe は温度上昇

によって、Teが解離・昇華する恐れがある。 

 

３．実験の方法３．実験の方法３．実験の方法３．実験の方法    

（（（（１１１１）））） SnTe(以下サンプル)の表面構造を調べ

るために、乳鉢内でヘキ開させた。 

 

（（（（２２２２））））サンプルのヘキ開面を実体顕微鏡および

走査型電子顕微鏡で観察をした。 

 

（（（（３３３３）））） 上記サンプルを乳鉢で粉砕し粉末にした。 

 

（（（（４４４４）））） 粉末にしたサンプルをディフラクトメ

ーターの試料板に載せて、温度を変化さ

せながらプロファイルを観察した。この

プロファイルから、ブラッグの法則に基

づいて面間隔を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ブラッグの法則 

 

４４４４．結．結．結．結果果果果    

 熱膨張によって回折プロファイルは温度上昇と

ともに低角側に移動した。50℃～400℃の結果から、

図 2 のように 400 面（菱形）、222 面(正方形)、422

面(三角形)のいずれについても 50℃～350℃の範

囲で面間隔は単調増加したが、350℃以上では 400

面と222面の面間隔の温度特性に変曲が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 膨張率の温度特性 (縦軸を面間隔の相

対値、横軸を温度(℃)としている) 

 

 

５５５５．．．．考察考察考察考察    

 膨張率の温度特性から、SnTe から Te が解離昇華

した可能性が認められた。 

 

６６６６．今後の．今後の．今後の．今後の発展発展発展発展    

 解離昇華が始まる温度を特定するために、温度

の間隔を小さくして更に詳細な実験を行う必要が

ある。 
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